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普及センターだより

宮城県栗原農業改良普及センター

く り は ら

第 116号

普及活動標語

⬅ 築館にオープンした
　「米っ粉工房まっちゃん」。
　ミルキークイーンの米粉を使った
　パン屋さんです。

米粉を使った「米ワッサン」。  ➡
小麦粉のクロワッサンとは
食感が違います。

みやぎの普及

思いを形にあなたのチャレンジ支えます。 
応援します。 農業普及

〒987-2251 栗原市築館藤木５－１
ＴＥＬ  0228－22－9404 （地域農業班） 
　　　  0228－22－9437 （先進技術班） 
ＦＡＸ  0228－22－5795、 6144
E-mail khnokai＠pref.miyagi.jp
URL http://www.pref.miyagi.jp/kh-nokai/

　

二
十
九
年
ぶ
り
に
栗
原
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

栗
原
地
域
の
農
業
・
農
村
が
元
気
に
な
る
よ
う
、
職
員

一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

  

さ
て
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
導
入
な
ど
国
の
農
業
施
策

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
県
の
基
本
方
針
に
掲
げ
た
「
力
強
い
農
林
水

産
業
と
元
気
み
な
ぎ
る
農
山
漁
村
の
実
現
」
の
目
標
は
何

ら
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
目
標
実
現
に
向
け
て
県
の
施
策
を
は
じ
め
、
国
の

施
策
を
最
大
限
活
用
し
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

消
費
者
の
食
の
安
全
安
心
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
、
食

育
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
国
産
農
産
物
の
購

入
者
が
着
実
に
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
農
産
物
直
売
所
が
人
気
を
呼
び
、
県
内
で
も
食
品

製
造
業
者
と
連
携
す
る
こ
と
で
加
工
・
業
務
用
野
菜
の
生

産
が
増
え
る
な
ど
、
着
実
に
農
業
に
対
す
る
追
い
風
が
吹

い
て
い
ま
す
。
業
種
を
超
え
て
連
携
し
、
い
わ
ゆ
る
農
業

の
六
次
産
業
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
た
め
、
職
員
自
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な

り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
栗
原
の
特
色
を
生
か

し
た
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
創
出
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

栗
原
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

                  

所　

長　
　

小　

島　

俊　

夫　

栗
原
の
特
色
を
生
か
し
た

 

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
拓
を

みやぎ食料自給率向上県民運動実施中 !! 「食卓にみやぎの恵みでもう1品」

⬅

米粉を使 た「米ワ サン」  ➡➡
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【
特　

集
】

　

戸
別
所
得
補
償
制
度
に
関
す
る

　
　

モ
デ
ル
対
策
の
概
要
に
つ
い
て

春の農作業安全運動実施中！　「見たつもり，点検ミスが事故まねく」

　

国
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
平
成

二
十
三
年
度
本
格
実
施
に
向
け
て
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
対
策
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
の

た
め
の
戦
略
作
物
等
に
対
し
て
直
接
助
成

を
行
う「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」

と
意
欲
あ
る
農
家
が
水
田
農
業
を
継
続
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
恒

常
的
に
生
産
に
要
す
る
費
用
が
販
売
価
格

を
上
回
る
米
に
対
し
て
、
所
得
補
償
を
直

接
支
払
い
に
よ
り
実
施
す
る
「
米
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
で
す
。

①
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

　

水
田
を
有
効
利
用
し
て
、
麦
・
大
豆
・

米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
等
の
戦
略
作
物
の

生
産
を
行
う
販
売
農
家
に
対
し
、
全
国
統

一
の
単
価
設
定
で
直
接
支
払
い
に
よ
り
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
宮
城
県
内
で
は
統
一
単
価
に

す
る
こ
と
に
よ
り
従
来
の
対
策
に
比
べ
て

助
成
額
が
大
幅
に
減
少
す
る
地
域
が
あ
る

た
め
、
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
激
変
緩

和
措
置
も
講
じ
ら
れ
、
そ
の
単
価
に
つ
い

て
は
、
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
毎
に

国
と
協
議
し
決
定
さ
れ
ま
す
（
表
―
１
）。

　

ま
た
、「
捨
て
作
り
」
に
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
収
穫
や
出
荷
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
固

定
払
い
を
受
け
て
い
る
農
家
が
、
今
年
か

ら
新
規
需
要
米
を
生
産
し
、
助
成
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
麦
・
大
豆
か
ら

の
作
付
転
換
分
に
相
当
す
る
固
定
払
い
の

交
付
申
請
を
行
わ
な
い
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

②
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

　

米
の
「
生
産
数
量
目
標
」
に
即
し
た
生

産
を
行
っ
た
販
売
農
家
・
集
落
営
農
を
対

象
と
し
て
、
当
年
産
米
の
販
売
価
格
に
関

わ
ら
ず
交
付
さ
れ
る
定
額
部
分
（
十
㌃
当

た
り
一
万
五
千
円
）
と
当
年
産
米
の
販
売

価
格
が
標
準
的
な
販
売
価
格
を
下
回
っ
た

場
合
に
、
そ
の
差
額
を
基
に
交
付
単
価
が

算
定
さ
れ
る
変
動
部
分
が
助
成
さ
れ
ま
す

（
図
―
１
）。

　

な
お
、
交
付
対
象
面
積
は
、
主
食
用
米

の
作
付
面
積
か
ら
、
自
家
飯
米
・
縁
故
米

用
に
供
さ
れ
る
分
と
し
て
一
律
十
㌃
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
調
整
水
田
な
ど

の
不
作
付
地
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、
改

善
計
画
等
を
市
に
提
出
し
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
加
入
申
し
込
み
・
支
払
時
期

　

交
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
加
入

申
込
書
、
交
付
申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
加
入
申
し
込
み
は
四
月

か
ら
六
月
ま
で
東
北
農
政
局
地
域
第
四
課

及
び
栗
原
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
並
び
に

栗
原
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
が
申
請
窓

口
と
な
り
受
付
ま
す
。
交
付
金
は
、
農
業

者
が
指
定
し
た
口
座
に
国
か
ら
直
接
支
払

わ
れ
ま
す
。
支
払
時
期
は
、
十
二
月
か
ら

翌
年
の
三
月
ま
で
の
間
に
な
る
見
込
み
で

す
。

【
技
術
情
報
】

　

イ
ネ
ば
か
苗
病
の

      　

拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

近
年
、
県
内
で
は
イ
ネ
ば
か
苗
病
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
同
様
に
栗
原
市
に

お
い
て
も
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ネ
ば
か
苗
病
に
つ
い
て
の
多
発
要
因

に
つ
い
て
は
、
不
明
な
部
分
が
あ
り
、
現

在
解
析
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

イ
ネ
ば
か
苗
病
の
多
発
は
、
減
収
や
品

質
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、
種
子
生

産
ほ
場
が
周
辺
に
あ
る
と
、
ほ
場
が
種
子

生
産
に
適
さ
な
い
と
さ
れ
、
種
子
と
し
て

扱
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ひ
い

て
は
、
次
年
度
の
水
稲
生
産
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

罹
病
し
た
苗
は
、
写
真
の
よ
う
に
ひ
ょ

ろ
ひ
ょ
ろ
と
徒
長
し
、
葉
色
は
黄
色
に
な

り
ま
す
。

　

本
田
に
こ
の
ま
ま
移
植
す
る
と
、
拡
大

の
感
染
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
抜
き
取
る

な
ど
の
処
理
を
行
い
、
拡
大
防
止
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

作　　　　　　　　　　　　物
交　付　単　価（円 /10a）

国 県調整
単　価

栗原市調整単価
作物助成 団地加算

戦
略
作
物

麦，大豆 35,000 38,000 39,000 45,000 
飼料作物 35,000 30,000 35,000 41,000 
新規需要米（米粉用・飼料用・バイオ燃料用米・WCS 用稲） 80,000 80,000 80,000 
そば 20,000 21,000 21,000 
なたね，加工用米 20,000 20,000 20,000 

そ

の

他

作

物

販 売 に

供 す る

重点作物

県の重点作物 10,000 10,000 10,000 
栗原市の重点作物（２０品目）※ 10,000 10,000 15,000 

栗原市の

その他の

重点作物

かぼちゃ 10,000 10,000 19,000 
未成熟そらまめ 10,000 10,000 23,000 
れんこん 10,000 10,000 30,000 
芝草 10,000 10,000 27,000 
ねぎ 10,000 10,000 18,000 

販売に供する一般作物 10,000 9,000 9,000 
地力増進作物，景観形成作物 10,000 7,000 7,000 
二毛作助成 15,000 15,000 15,000 

※キャベツ，スイートコーン，きゅうり，いちご，トマト，きく類，ほうれんそう，山菜，アスパラガス，ブルー
ベリー，なばな類，らっきょう，モロヘイヤ，ピーマン，ズッキーニ，ししとう，さやいんげん，じねん
じょ，スナックエンドウ，ヘチマ

表－１　○水田利活用自給力向上事業の交付単価（現在国と協議中です）図－１　○米戸別所得補償　モデル事業の仕組み

標
準
的
な
生
産
に
要
す
る
費
用

(

過
去
７
年
中
庸
５
年
の
平
均)

標
準
的
な
販
売
価
格

(

過
去
３
年
の
平
均)

当
年
産
の
販
売
価
格

当
年
産
の
販
売
価
格

変動部分 変動部分なし

定額部分
(1.5万円 )

⬇
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農
業
振
興
課
普
及
計
画
班

平
成
二
十
二
年
四
月

○
調
査
方
法
の
概
要

　

  

「
目　

的
」

　

県
内
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
地
域
や
農
業
者
の
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
農
業
改
良
普
及
事
業
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
継
続
的
に
普
及
指
導
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
課
題
対
象
農
業
者
の
御
協
力
を
得

て
、普
及
指
導
活
動
に
対
す
る
「
期
待
度
」

及
び
「
満
足
度
」
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

 

「
調
査
時
期
」

　

平
成
二
一
年
十
一
月

　

 

「
調
査
の
対
象
者
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
の
全
対
象
者
と
し

ま
し
た
が
、
対
象
者
数
が
多
い
場
合
、
一

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
当
た
り
十
人
を
限
度

と
し
て
普
及
セ
ン
タ
ー
で
選
定
し
実
施
し

ま
し
た
。

　

  

「
全
対
象
者
数
」
四
六
六
人

　

大
河
原
九
五
人
、
亘
理
五
一
人
、
仙
台

四
五
人
、
大
崎
四
七
人
、
美
里
一
三
人
、

栗
原
六
二
人
、
登
米
五
二
人
、
石
巻
三
八

人
、
本
吉
六
九
人
。

　

  

「
調
査
の
方
法
」

　

普
及
指
導
員
が
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
中

で
直
接
、
調
査
票
を
配
布
及
び
回
収
し
ま

し
た
。
な
お
、
回
収
に
際
し
て
は
、
個
人

情
報
に
配
慮
し
、
厳
封
の
上
、
回
収
し
ま

し
た
。
調
査
は
、
包
括
的
な
結
果
の
把
握

を
目
的
に
実
施
し
、
個
人
を
特
定
し
な
い

方
法
で
行
い
ま
し
た
。

○
調
査
の
結
果

　

総
合
的
な
普
及
指
導
活
動
全
般
に
つ
い

て
は
期
待
度
が
、「
ま
あ
期
待
し
て
い
る
」

以
上
の
値
で
あ
る
四
．
三
五
。
満
足
度

が
「
や
や
満
足
」
相
当
の
四
．

〇
五
と
な
り
ま
し
た
。

　

満
足
度
は
少
し
ず
つ
で
す

が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
期

待
度
と
満
足
度
と
の
か
い
離

も
年
々
改
善
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

期
待
度
が
高
い
項
目
は
、

「
①
普
及
指
導
員
の
熱
意
」

「
②
普
及
指
導
員
の
態
度
」 

「
③
普
及
指
導
員
の
技
術
力
」

が
上
位
３
項
目
で
し
た
が
、

昨
年
同
様
「
普
及
指
導
員
の

熱
意
」「
普
及
指
導
員
の
態

度
」
は
、
満
足
度
と
の
か
い

離
も
小
さ
く
、
農
業
者
の
満

足
が
得
ら
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
③
普
及
指
導
員
の

技
術
力
は
、
ま
だ
ま
だ
改
善

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
由
意
見
で
は
励
ま
し
の

御
言
葉
な
ど
百
二
四
件
も
の
貴
重
な
御
提

案
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
重
視
す
べ
き
問
題
点

　

今
後
、「
総
合
的
な
普
及
活
動
全
般
」

の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
、
い
た
だ
い
た

御
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
か
い
離
の

大
き
い
「
関
係
機
関(

Ｊ
Ａ
、
市
町
村)

と
の
連
携
」
と
「
普
及
活
動
課
題
の
方
向

性
」、「
普
及
活
動
の
ス
ピ
ー
ド｣

の
３
項

目
を
重
視
す
べ
き
問
題
点
と
し
て
認
識

し
、
普
及
指
導
活
動
方
法
及
び
普
及
課
題

選
定
方
法
の
改
善
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

改
善
目
標
①

　

関
係
機
関(

Ｊ
Ａ
、
市
町
村)

と
の
連

携改
善
目
標
②

　

普
及
活
動
課
題
の
方
向
性

改
善
目
標
③

　

普
及
活
動
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

春の農作業安全運動実施中！　農業機械の転落・転倒事故にご注意ください

  
平
成
二
一
年
度

  
普
及
指
導
活
動
満
足
度
調
査
結
果

＜総合的な普及指導活動全般＞
期　　　　待　　　　度　　4.36（H19：4.39，H18：4.37，H17：4.38）　ほぼ同一
満　　　　足　　　　度　　4.05（H19：4.04，H18：4.01，H17：3.98）　年々微増
期待度と満足度のかい離　　0.31（H19：0.35，H18：0.36，H17：0.40）　年々改善

＜評価項目別の期待度・満足度＞

調査結果の数値

 （　）内はH20の値

＜注視すべき３項目＞
注視すべき項目上位２項目     期待度 満足度 か い 離 備　　考

① 関係機関（ＪＡ，市町村）との連携   4.19   3.88 0.31（0.35） 前年比やや改善
② 普及活動課題の方向性       4.22   3.93 0.29（0.34） 前年比やや改善
③ 普及活動のスピード       4.18   3.93 0.25（0.25） 前年並み

平成21年度　普及指導活動満足度調査結果

期待度・満足度（５段階評定）

0 1 2 3 4 5

総合的な普及指導活動全般

関係機関(ＪＡ、市町村)との連携

普及センターの情報提供活動

普及活動課題の方向性

普及活動のスピード

普及指導員の活動頻度・時間

普及指導員の(コーディネート)調整・交渉力

普及指導員の提案力

普及指導員の技術力

普及指導員の熱意

普及指導員の態度

満足度

期待度

4.05
4.35

3.88
4.19

3.98
4.36

3.93
4.22

3.93
4.18

3.99
4.17

3.96
4.26

4.06
4.39

4.09
4.43

4.42
4.58

4.45
4.55
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春の農作業安全運動実施中！　ストップ農作業事故　みんなの願いです

県産品の消費・利用拡大

競争力と魅力ある農業

～施策展開に共通する重要な視点～
○戦略性を持った積極的で多様な農業経営の展開
○豊かな自然環境との共生による持続的農業の振興
○県民が皆で支える食・農業・農村

収入拡大

やりがい

若者が
あこがれる
産業に！ 多様な経営展開

農 村 の 活 性 化

●環境に配慮した安全安心な農
畜産物の生産

●多様な消費ニーズへの対応
●県産食材の認知度・評価の向
上と販路の拡大

●食品関連産業等との連携によ
る県産食材の利用拡大

●県民の食・農に対する理解の
向上と参画の推進

①農畜産物の安全確保の推進
②環境にやさしい農業の推進
④「食材王国みやぎ」の展開に
よる販売力の強化と食産業の
振興
⑤食と農の相互理解の推進

食の施策項目

「食｣ の施策の方向

●地域農業の振興
●農村生活の安全性・快適性の
確保

●農業・農村の多面的機能の維
持

●県民の多面的機能への理解向
上

⑪連携と地域資源の活用による
農村経済の活性化

⑫快適な暮らしを守る生活環境
の整備

⑬農業・農村が有する地域資源
の保全・管理

⑭農業・農村が有する豊かさの
提供

農村の施策項目

「農村｣の施策の方向

●中核となる経営者・経営体の
発展

●多様な担い手の確保・育成
●優良な生産基盤の確保と有効
活用

●水田を活用した農産物生産の
振興

●園芸・畜産の振興

⑥競争力のあるアグリビジネス
経営体育成の加速化

⑦活力ある担い手の育成・確保
⑧優良な生産基盤の確保と有効
活用

⑨水田有効活用の推進
⑩園芸・畜産の供給力の強化

農業の施策項目

「農業｣の施策の方向

③生産力と品質を高める農業技術の高度化
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宮
城
県
の
年
間
の
日
本
酒
生
産
は
、
約

一
万
㍑
を
数
え
、
都
道
府
県
別
で
は
十
五

位
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

品
質
の
面
で
、
宮
城
県
酒
造
組
合
は
、

「
み
や
ぎ
・
純
米
酒
の
県
宣
言
」
を
行
い

純
米
酒
を
は
じ
め
と
す
る
特
定
名
称
酒
の

出
荷
割
合
が
八
十
㌫
を
超
え
て
全
国
最
高

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

米
ど
こ
ろ
栗
原
市
で
も
、
地
元
の
酒
蔵

を
中
心
に
数
々
の
美
味
し
い
日
本
酒
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
酒
生
産
に
使
用
さ
れ
て

い
る
米
の
生
産
量
は
僅
か
で
す
。
こ
の
課

題
で
は
、
地
元
の
酒
蔵
に
地
元
の
米
の
使

用
量
を
少
し
で
も
拡
大
し
て
も
ら
い
、
醸

造
用
の
米
生
産
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
日
本
酒
の
消
費
拡
大

も
必
要
で
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
う
一
方
で
、
消
費
者
が
ど
ん
な

日
本
酒
を
求
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
需

要
動
向
も
調
査
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日
本
酒
生
産
の
基
本
と
な
る
米

に
つ
い
て
も
、
よ
り
、
美
味
し
い
日
本
酒

に
適
し
た
品
質
が
確
保
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
計
画
で
す
。

　

花
山
山
菜
加
工
組
合
で
は
平
成
二
年
に

補
助
事
業
に
よ
り
加
工
場
を
作
り
、
中
山

間
地
の
特
性
を
活
か
し
た
加
工
品
を
開
発

し
て
来
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
、
設
立
当
時
の
組
合
員
か
ら

新
組
合
員
に
活
動
が
引
き
継
が
れ
、
現
在

三
名
で
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
十
月
に

地
震
の
影
響
で
休
業
し
て
い
た
温
湯
山
荘

が
営
業
再
開
し
た
こ
と
も
重
な
り
、
新
た

な
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
月
、「
栗
原
ら
し
さ
」
や
独
自
性
な

ど
が
評
価
さ
れ
、「
ふ
さ
す
ぐ
り
ジ
ャ
ム
」

が
栗
原
市
か
ら
「
栗
原
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
温
湯
山
荘
で
は

ふ
さ
す
ぐ
り
を
使
用
し
た
お
酒
が
食
前
酒

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
商
品
で
は
、
昨
年
か
ら
花
山
で
も
栽

培
が
始
ま
っ
た
行
者
ニ
ン
ニ
ク
を
加
工
し

た
み
そ
と
し
ょ
う
油
漬
け
を
、
温
湯
山
荘

で
試
験
的
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
協
力
を
依

頼
し
、
花
山
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
新
ラ
ベ

ル
の
作
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
課
題
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
は

普
及
セ
ン
タ
ー
で
も
一
緒
に
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
組
合
の
加
工
品
は
栗
原
合
同
庁

舎
売
店
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
合

庁
に
お
い
で
の
際
に
は
御
利
用
下
さ
い
。

  

管
内
の
新
規
就
農
者
数
は
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の
五
年
間
で

三
十
三
名
と
、
少
な
い
な
が
ら
も
毎
年
就

農
者
が
い
る
状
況
で
す
。

  

近
年
は
、
農
外
か
ら
の
新
規
参
入
や
両

親
と
別
部
門
を
開
始
す
る
例
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
作
物
別
に
見
る
と
、
い

ち
ご
な
ど
の
施
設
園
芸
作
物
を
導
入
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、

栽
培
技
術
お
よ
び
経
営
管
理
に
つ
い
て
重

点
的
に
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

  

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
十
二
年
度
か

ら
の
三
カ
年
、
就
農
五
年
以
内
の
農
業
者

数
名
を
毎
年
重
点
対
象
と
し
、
栽
培
技
術

や
簿
記
指
導
な
ど
経
営
力
向
上
に
係
る
支

援
を
行
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

栗
原
市
は
、
県
内
で
も
有
数
な
大
豆
の

産
地
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
地
位
を
高
め
る

た
め
に
、大
豆
栽
培
の
新
技
術
に
つ
い
て
、

実
演
や
講
演
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

と　
　

き　

七
月
上
旬

　

と
こ
ろ　

栗
原
市
志
波
姫

　

参
集
範
囲　

県
内
大
豆
生
産
農
家
及
び

　
　
　
　
　
　

関
係
機
関
・
団
体

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
今
後
も
就
農
希
望
者
が
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
就
農
前
か
ら

の
一
貫
し
た
営
農
計
画
作
成
支
援
、
発
展

段
階
別
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
、
栗
原

市
、
栗
っ
こ
農
協
、
農
業
士
会
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の

整
備
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
の
紹
介
】

　

地
元
酒
蔵
と
の
連
携
に
よ
る

              

醸
造
米
産
地
づ
く
り

　

栗
原
ら
し
さ
、
花
山
ら
し
さ
を

          

活
か
し
た
加
工
品
作
り

　

新
規
就
農
者
の
定
着
を

                

支
援
し
ま
す
！

【
お
知
ら
せ
】

　

大
豆
サ
ミ
ッ
ト
（
仮
称
）

              

開
催
の
お
知
ら
せ

春の農作業安全運動実施中！　万が一の事故に備えて「労災保険」に加入しましょう

＜新商品開発に向けて打ち合わせ＞

＜指導農業士による後継者育成の様子＞
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夢
を

育
む

夢
を

育
む

く
り

は
ら

農
業

く
り

は
ら

農
業

技
術
次
長

(総
括
担
当
）

阿あ

　
部べ

　
総ふ
さ

　
明あ
き

技
術
主
査

   
【
果
　
樹
】 
   
  

髙た
か

田だ

　
千ち

春は
る

土
壌
分
析

パ
ー
ト

   
   

千ち

葉ば

　
勢せ
い

子こ

技
術
主
幹

(副
班
長
）

【
作
物
・
経
営
】 
   
  

今こ
ん

野の

　
嘉よ
し

徳の
り

技
術
次
長
(班
長
)

   
   
 

【
作
　
物
】 
   
  

堀ほ
り

内う
ち

　
保や
す

昭あ
き

技
　
師

【
花
 き
】 
   
 

小こ

山や
ま

 か
が
み

主
任
主
査

   
   
 

【
畜
　
産
】 
   
  

柴し
ば

田た

　
知と
も

也や

技
術
次
長
(
班
長
）

兼
地
方
振
興
部
企
画
員

【
野
　
菜
】

庄し
ょ
う

子じ

　
正ま
さ

秀ひ
で

 (
栗
原
市
) 

技
術
次
長

(
副
班
長
)

【
作
 物
】

小お

山や
ま

　
　
淳じ
ゅ
ん

 (
築
館
・
高
清
水
・
瀬
峰
） 

次
長
(
副
班
長
）  
  

菅す
が

原わ
ら

　
憲の
り

昭あ
き

次
長
(
班
長
)  
 

千ち

葉ば

　
正ま
さ

幸ゆ
き

＜
主
な
職
務
＞

【
地
域
調
整
班
】

◇
経
営
所
得
安
定
対
策

◇
農
業
振
興
地
域
整
備

◇
農
地
法

◇
農
業
金
融

◇
土
壌
汚
染
対
策

◇
農
業
環
境
の
保
全

◇
米
の
生
産
調
整

【
地
域
農
業
班
】

◇
地
域
農
業
振
興
計
画
の
推
進

◇
地
域
営
農
シ
ス
テ
ム
の
確
立
支
援

◇
多
様
な
担
い
手
の
確
保
育
成

◇
経
営
所
得
安
定
対
策

【
先
進
技
術
班
】

◇
生
産
技
術
改
善

◇
農
業
経
営
改
善

◇
主
要
作
物
の
種
子
生
産

◇
農
業
労
働
改
善

◇
農
業
制
度
資
金

◇
農
薬
安
全
指
導

◇
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
普
及

技
術
主
幹
   

猪い

野の

　
　
亮

ま
こ
と

主
　
査
 

佐さ

藤と
う

　
和か
ず

幸ゆ
き

主
　
事
   

大お
お

内う
ち

　
英ひ
で

典の
り

技
術
主
査

【
野
　
菜
】 
   
  

瀧た
き

　
　
典の
り

明あ
き

技
術
主
査

【
野
　
菜
】 
   
 

小こ

松ま
つ

　
知と
も

子こ

 (
一
迫
・
志
波
姫
 ・
花
山
） 

技
　
師

 【
作
 物
】 
   
 

和い

泉ず
み

　
　
佳け
い

(若
柳
・
栗
駒
・
 金
成
・
鶯
沢
)

技
術
副
参
事
兼
次
長

(総
括
・
食
の
安
全
安
心
担
当
）

佐さ

　
藤と
う

　
　
　
寛ひ
ろ
し

部
 長

兼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長

小お

　
島じ
ま

　
俊と
し

　
夫お

農
業
普
及
指
導
専
門
監

佐さ

　
藤と
う

　
　
　
実み
の
る

先
進
技
術
班
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夢
を

育
む

く
り

は
ら

農
業

～
飛
躍
21
世
紀
農
業
～

農
業
振
興
部
及
び
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介

農
業
振
興
部
及
び
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介
 (平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
)

(平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
)

農
業
振
興
部
及
び
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介
 (平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
)


